
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

明須宮　啓（あすく　けい）

ウロボロス
ウロボロス

医者

30

感染

資産家

嫌悪

心の壁

医者・ホワイトハンド所属

女

41

テレーズ・ブルム

2
2
4
0

0
0
0
1

0
0
0
0

2
2
4
1

28
8
8
13
26

1
1

学問4 1

　　 0

0 0

傍らに立つ影
アスクレピオス

明須宮　蒙（あすく　もう）
”ドクター・ターミナル”

連帯感
尊敬
執着

不安
食傷
脅威

メモリー：ドイツＵＧＮ支部・ホワイトハンドの先輩「リーク・フォン・シュバルツ」
情報集取チーム

2 0

ワーディング

リザレクト

原初の黄：戦術

原初の〇：ファンアウト

原初の蒼：ハンティングスタイル

アスクレピオスの杖

原初の白：力の霊水

原初の黒：力の法則

★

0

7

2

1

6

5

5

★

-

1d10

6

5

2

2

6

6

オート

気絶時

セットアップ

セットアップ

マイナー

メジャー

オート

オート

視界

-

視界

至近

至近

至近

視界

視界

シーン

自身

シーン（選択）

範囲（選択）

自身

単体

単体

単体

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

80%

100%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

このラウンド中に行なうメジャーアクションのダイスを+ＬＶ個する。自分は対象にならない。侵蝕率基本値+3

戦闘移動を行なう。移動先は対象が決定する。シナリオＬＶ回

戦闘移動を行なう。離脱可。シーンＬＶ回。侵蝕率基本値+3

対象のＨＰを（ＬＶ）Ｄ+対象の侵蝕率÷１０点回復する

ＤＲ直前。ダメージを+ＬＶ（Ｄ）する。ラウンド１回。侵蝕率基本値+3

ＤＲ直前。ダメージを+ＬＶ+1Ｄする。ラウンド１回。侵蝕率基本値+3

「私のことはドクトル・アスクと呼んでくれ。えっ……長い？じゃあ…アスクで…いい…（嫌そうな顔）」

ＵＧＮ・ホワイトハンド所属エージェント。戦闘においては支援・回復担当。普段はレネゲイドウィルスに関連した医学研究・医療任務に従事している。

アノフィールズの蚊による住民たちのレネゲイド汚染除去作業のためにＵＧＮ・Ｇ市支部のホワイトハンド内に派遣されてきた。普段は市民の食事にアノフィー
ルズのレネゲイドウィルスを徐々に除去する薬を混ぜたり、医療機関に来た人間に対して密かにレネゲイド濃度計測や除去処置をしたり、ＵＧＮエージェントた
ちのケアをしている。

ダウナーな性格。人の健康は気にするクセに自分の健康はあまり気にしていない。カフェイン好きでコーヒーをよく飲んでいる。
博士やドクトルと呼ばれると内心喜ぶ。

自分の影から漆黒の大蛇を出し、蛇の牙から薬を調合する能力を持つ。蛇は本来は毒しか出せないが、アスクの知識により薬に調合されている。
また、大蛇から戦闘知識をインストールし、戦場にて的確な指示を行なうこともできる。蛇のことは「アスクレピオス」と呼んで可愛がっている。

資産家の娘。秀才であり、医者を志して医大生の頃、ドイツに留学する。
だが、留学先にてＦＨによる街へのレネゲイドウィルス汚染テロに遭遇。周囲がジャーム化する地獄の中、自分の学んだ医術では誰も助けれないと絶望しながら
も、オーヴァードに覚醒する。
その後ＵＧＮによって救助され、ＵＧＮに入る。ＵＧＮにてレネゲイドについて学ぶ中自分の大蛇の毒を医療・支援に転換する方法を編み出す。
その適性を見込まれホワイトハンドからスカウトを受け。ドイツＵＧＮにて数年を過ごす。

ドイツ留学終了と共にドイツＵＧＮ支部から日本ＵＧＮ支部へと移籍。その後は各地の支部のホワイトハンドを転々としつつ、自分のレネゲイドの知識と能力を
活かしている。
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